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～ PTAによる見守り活動の取り組みについて ～



境川小PTAについて
別府市立境川小学校は市内を流れる境川沿いにあり、春

になると土手に⾧く連なる桜が咲き誇り、川にかけられた
鯉のぼりが空を泳ぐ姿が見られます。
児童数は416人（R4年6月時点）と、市内では大規模校です。
境川小PTAの会員数は351（R4年6月時点）。
新型コロナウイルス感染症の影響により、学校現場での

教育活動の制限や行事の延期、縮小が続いていますが、PTA
では『笑顔で前向きに、子どもたちとともに』をスローガ
ンに、学校・家庭・地域が連携して子どもたちを見守り育
てていくため、様々な工夫を重ねて活動を行っています。



境川キッズガード隊の発足
発足日 平成18年（2007年）11月15日
構成員 約40名（PTA有志）
実施内容
毎月第2火曜日の登校指導・毎月第4水曜日
の下校指導
徒歩や青パトを使用したパトロール
発足の背景
当時、校区内での変質者・不審者の出没情報
が増加していた。児童の登下校時の安全確保
を目的とし、有志による防犯パトロールを開
始した。 発足時に作成したタスキと腕章



境川キッズガード隊の発展
平成23年（2011年）、従来のボランティア参加型から、
より確実な実施を目指して、PTA係活動へ移行した。

参加者確保・下校指導の実施・情報収集

キッズガード隊

キッズガード（下校指導）

見守り登校指導

校区内安全点検

青色防犯パトロール
境小応援団（旧おやじの会）



キッズガード（下校指導）
実施日時
毎月第3水曜日の下校時
係人数
52名（1～6年生保護者）
実施内容
校区内の交差点、横断歩道など6ヶ
所に2～3人で立ち、見守りを行う。
終了後は記録表に記入する。

実施の様子

境川小PTA横断旗



見守り登校指導
実施日時
毎月10日の登校時
係人数
74名（6年生保護者）
実施内容
校区内の交差点、横断歩道など6ヶ
所に1～2人で立ち、見守りを行う。
終了後は記録表に記入する。

実施の様子

交通量の多い交差点



校区内安全点検
実施日
毎年1回 秋に実施
係人数
74名（6年生保護者）
実施内容
登下校時の児童の安全対策のため、
通学路の安全点検（危険箇所確認）
を行い、学校に報告。また校区の自
治会にも情報を提供している。

実施前の打ち合わせ

通学路にある水路・柵



青色防犯パトロール（境小応援団）
実施内容
在校生保護者・卒業生保護者・卒業生・教員などで
つくられた境小応援団にて、団員・保護者から希望
を募り、青パト講習会の実施と校区内巡回パトロー
ルを行う。（現在、巡回は未実施）



活動の効果と問題点①
効果（過去の事例や、報告書から）
報告書の内容から通学路の危険箇所を確認し、学校
と相談の上、指定通学路から外した。

見守りや安全点検の結果に保護者ならではの気づき
があり、自治会に情報共有する際、大変喜ばれた。

小学生や中学生、地域のみなさんと積極的に挨拶を
交わせるようになった。 《報告書より》

見守り時の車や児童の様子を見て、交通マナーにつ
いて家庭で話し合った。 《報告書より》



活動の効果と問題点②
問題点（過去の事例や、報告書から）
急な下校時間変更への対応が難しく、活動時に下校
する子どもがいない場合がある。 《報告書より》

新型コロナウイルス感染症対策により、PTA活動自
体を休止したため、見守り活動ができない期間があ
った。



今後の取り組みについて
児童、生徒、地域の方との積極的な挨拶
見守る位置の見直し
子どもたちが通学路について考えることを聴取
時代に合ったパトロール方法の模索
無理なく続けられる活動と運営

等々…



これからも、保護者ならでは
の視点を大事にして、子ども
たちの安全な登下校を守るた
めに活動を続けていきます。


